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第 2 章では円孔の近傍にき裂を有する材の破壊挙動に関する実験方法を示すとともに， F[α 値の違
いによって破壊様式および破面形態に異なった様相が表われること，およびき裂の片側に円孔の存在
する場合とき裂の両側に円孔の存在する場合とでは破壊様式が異なることを明らかにしている口





















:2) F[α 値がおよそ1. 5 以上の範囲では，切欠きと円孔の聞の領域の多軸応力度が円孔の存在しない
場合に比べて低下するので限界き裂開口変位は円孔の存在しない場合のそれより大きくなり，脆性
破壊強度は F[a 値の上昇から予想される値ほどには低下しな Po 特に円孔とき裂の聞が全面降伏し
た後に脆性破壊する場合には脆性破壊強度は円孔の存在しない場合よりも上昇することがある。
以上の成果は，構造要素に存在する応力集中源の近傍の平面状欠陥からの脆性破壊発生について重
要な知見を与えるものであり 溶接設計上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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